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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の業績（2023年４月１日～2023年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 15,166 6.5 651 △41.0 644 △44.7 439 △44.9

2023年３月期第２四半期 14,238 14.0 1,103 34.4 1,165 51.3 797 52.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 29.09 ―

2023年３月期第２四半期 52.89 ―

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 19,873 12,420 62.5

2023年３月期 20,417 12,814 62.8

(参考)自己資本 2024年３月期第２四半期 12,420 百万円 　2023年３月期 12,814 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 ― 5.00 ― 30.00 35.00

2024年３月期 ― 6.00

2024年３月期(予想) ― 32.00 38.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,100 3.4 2,000 5.5 2,020 5.7 1,450 4.3 96.01

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 16,292,942株 2023年３月期 16,292,942株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 1,185,662株 2023年３月期 1,199,462株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 15,097,423株 2023年３月期２Ｑ 15,082,766株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中、円安の進行・原油高・物価上昇等の影響に

注意する必要がありますが、景気は緩やかに回復しております。

また、世界経済につきましても持直しの動きが続いておりますが、金融資本市場の変動、物価上昇、供給面での

制約や地政学的リスク等による下振れリスクの高まりにも十分注意する必要があります。

情報サービス業界におきましては、産業を問わずデジタル化・リモート化を前提にクラウド化・仮想化へと徐々

にシフトしていく中、ＩＴ活用及び情報セキュリティ対策の需要の高まりは衰えを見せない状況が続いておりま

す。また、ロボティクス技術による自動化及び開発プロセスのローコード化・ノーコード化をはじめ、ＩｏＴ・Ａ

Ｉ・メタバース・６Ｇ等デジタル技術の活用が一層加速していくことが想定される一方で、各種先端技術の担い手

不足は常態化しております。

このような状況の中、当社は、「中期経営計画24-26」で「発展・利益・還元サイクルの強化」を掲げておりま

す。事業拡大が進む中、一次請けの不採算案件が発生しましたが、実際原価のモニタリングに基づいてプロジェク

ト計画を見直し、納期の変更なく当期にサービスを開始する予定です。また、前年同四半期の反動減についても、

旺盛なＩＴ需要の取込みとプロジェクト管理の徹底により、巻き返しを図ってまいります。

これらの結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高は15,166百万円となり、前年同期と比べ増収とな

りました。利益面では、営業利益651百万円、経常利益644百万円、四半期純利益439百万円となりました。

なお、当該不採算案件は収束の目途が立っております。また、その他案件においては好調に推移しており、下期

の案件とそのリスク等を掌握できていることから、通期の業績及び配当予想は据え置いております。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期における総資産は19,873百万円となり、前事業年度末と比べ543百万円減少しました。

前事業年度末と比べ増減した主な内容は次のとおりです。

売掛金及び契約資産は10百万円減少し5,935百万円、仕掛品は90百万円増加し103百万円となりました。当社は年

度末に完了するプロジェクトが比較的多いことから、四半期末の数値は前事業年度末と比べ売掛金及び契約資産が

減少し、仕掛品が増加する傾向にあります。

投資有価証券は571百万円減少し3,230百万円となりました。これは主に、所有している投資有価証券の時価評価

によるものです。

このほか、現金及び預金は71百万円増加し5,613百万円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年５月12日に発表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,541,518 5,613,137

受取手形 2,636 －

電子記録債権 39,618 48,634

売掛金及び契約資産 5,946,753 5,935,984

商品及び製品 55,699 40,225

仕掛品 13,266 103,430

その他 276,322 197,810

流動資産合計 11,875,817 11,939,223

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,435,075 1,439,903

減価償却累計額 △969,403 △990,558

建物及び構築物（純額） 465,671 449,345

土地 3,002,419 3,002,419

その他 664,176 630,989

減価償却累計額 △482,427 △468,070

その他（純額） 181,749 162,919

有形固定資産合計 3,649,839 3,614,683

無形固定資産

ソフトウエア 142,411 123,311

その他 17,147 15,242

無形固定資産合計 159,559 138,553

投資その他の資産

投資有価証券 3,802,446 3,230,842

長期貸付金 117,000 87,000

その他 899,528 979,941

貸倒引当金 △87,000 △117,000

投資その他の資産合計 4,731,974 4,180,784

固定資産合計 8,541,374 7,934,021

資産合計 20,417,191 19,873,245
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,060,414 1,612,361

短期借入金 535,990 715,060

1年内償還予定の社債 240,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 567,338 729,412

未払法人税等 268,666 275,950

契約負債 299,833 345,116

賞与引当金 556,192 813,491

役員賞与引当金 30,000 15,000

株主優待引当金 8,233 －

工事損失引当金 － 94,195

その他 1,275,156 1,035,449

流動負債合計 5,841,825 5,816,036

固定負債

社債 160,000 80,000

長期借入金 920,234 1,052,464

繰延税金負債 583,257 406,620

長期未払金 97,750 97,750

固定負債合計 1,761,241 1,636,834

負債合計 7,603,066 7,452,870

純資産の部

株主資本

資本金 2,905,422 2,905,422

資本剰余金 2,167,886 2,177,822

利益剰余金 6,140,453 6,126,779

自己株式 △346,454 △342,479

株主資本合計 10,867,307 10,867,544

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,946,817 1,552,830

評価・換算差額等合計 1,946,817 1,552,830

純資産合計 12,814,124 12,420,374

負債純資産合計 20,417,191 19,873,245
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 14,238,633 15,166,162

売上原価 12,233,460 13,568,615

売上総利益 2,005,173 1,597,547

販売費及び一般管理費 901,457 946,037

営業利益 1,103,716 651,510

営業外収益

受取利息及び配当金 37,331 17,443

受取家賃 2,606 2,686

貸倒引当金戻入額 1,500 －

保険配当金 3,376 7,133

助成金収入 21,063 180

その他 6,763 6,017

営業外収益合計 72,640 33,460

営業外費用

支払利息 7,008 6,293

貸与資産減価償却費 1,205 1,262

貸倒引当金繰入額 － 30,000

その他 2,879 2,461

営業外費用合計 11,093 40,017

経常利益 1,165,263 644,952

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,007

保険解約返戻金 16,517 －

固定資産売却益 3,485 －

ゴルフ会員権売却益 1,575 －

特別利益合計 21,578 1,007

税引前四半期純利益 1,186,842 645,960

法人税等 389,160 206,829

四半期純利益 797,682 439,130
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じる方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


